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書 評

前田裕子著 『戦時期航空機工業と生産技術形成

三菱航空エンジンと深尾淳二 』

(東京 大学 出版会,2001年,vi+259頁,6,000円+税)

本 書 は,1938年 に独立 した三菱 重工 名古屋 発動機 製 作所(以 下,名 発)の 初代 所 長 を務め た東 京

高等工 業 出 身の 技術 者,深 尾 淳二 の活動 を中心 に,日 中戦 争か ら太平 洋戦 争 にか けて の同社 の生産

技 術 の形 成 過程 を明 らか に した もので あ る。

戦 前か ら戦 時 にか けて の生産 組織 の合 理化 につ いて は,こ れ まで経 営史 や労働 史 にお いて科 学的

管 理法 の 史的 展 開 に関わ る数 々の優 れ た研究が 蓄積 されて きた。 こ ういった 中,本 書 が個 別企業 の

生 産技 術 に注 目 した理 由 は,「あ る工業 国 が いか に自 らの力 にお いて工 業化 の基礎 を構 築 す るこ とが

可 能 で あ るの か」 とい う 「エ ンパ ワーメ ン トの メ カニ ズム」 の解 明 を上 位 テーマ と して設 定 し,そ

の基 礎 領域 と しての生 産技 術 を把 握 す るこ とで,そ の 実相 を明 らか に しよ うとす る ところに あ る。

したが っ て本 書 の課題 は,単 な る組織 合理 化 の制度 的展 開や 技術 蓄積 の史 的把握 に とどま らず,後

発工 業 国 の特定 の産 業 に おいて生 産技 術が どの ように 自立 へ と向 か うこ とが 可能 であ ったの か一

あ るいは,可 能で あ るのか一 を問 うこ とにあ る。前 田氏(以 下,著 者)が,深 尾個 人 の職業 キャ

リアの 足跡 お よび仕 事 に取 り組 む理念 や,名 発 の技術 者 た ちの細 かな改 革の積 み 重ね を丹念 に描 き

だ してい るの は,ま さに この 「エ ンパ ワー メ ン ト」の 内実 を,個 別企 業 にお け る人 々の合 理化 の努

力 とその結 果 を通 して明 らかに しよう と意図 す るか らで あ る。

また本書 で は,深 尾 の個 人史料 や同社 内部 史料 に加 え,当 時深 尾 とと もに仕事 を した関係者 ら14

名へ の 聞 き取 り調 査 が お こなわれ て いる。 この聞 き取 り記録 の活 用 に よって,公 式 史料 では解 明 し

得 ない生 産現 場 の細 部 が分 析 可能 とな ってお り,こ れ が本書 の資料 的価 値 を極 め て高 い もの として

い る。

な お,以 下 におい て本書 の 内容 と意義 につ いて検 討 を試 みて い くが,評 者 の専 攻 は産業社 会 学で

あ るため,広 く戦 前 ・戦時 の生 産組織 の実 態解 明 に関心 を抱 く立場 か らの検 討 と させ て いただ くこ

とをお断 りして お く。

序 章 で は,本 書 の課 題 と して,近 年の 日本の企 業 シ ステム ・生 産 システ ムの歴史 的性格 に注 目が

集 ま る中で,こ れ まで十分 な解 明が進 んで い なか った三 菱重工 の航 空機 エ ン ジン生 産 を対 象 と して,

工 業 化 の技術 的 な能 力形 成 と しての生 産技術 が いか に して成立 したの か を解 明す るこ とが述 べ られ

る。 そ して,こ の よ うな生 産技術 の形 成 を明 らか にす るアプ ロー チ と して,こ れ を単 な る技術 発達

史 と してで はな く 「生 産技術 史 とは本来 そ の関係性 を重視 して描 か れ るべ き」 との立 場 か ら,個 々

の技術 者 ・技 能者 の意 思や 営み,企 業 や国 家の思 惑 とい った社 会的 な諸 関係 の中 で生 成 す る生 産技

術 を,深 尾 を中心 と した技術 者 の様 々な試 みの蓄積 を通 じて描 くとい う,本 書 の枠組 み が提示 され

る。
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第1章 で は,深 尾 が イギ リス ・ウ ェア社へ の滞在 の後,大 正か ら昭和初 年 にか けて三 菱 の造船所

(神戸 ・長 崎)で お こな った一連 の 改革 が検 討 され る。深 尾 は,ウ ェア社 と神 戸造船 所 造機工 場 の

生 産性 の違 い を,工 作機 械 設備,加 工 技術,賃 金 体 系,設 計 と現場 の連 携 な どに求 め,そ の合 理化

に着 手 した。パ イ トを高速 度鋼 に切 り替 え,集 中研磨 を指 示 し,科 学的管 理法 の導 入 を試 み ると と

もに,JESに 先立 ち規格標 準 化 を社 内 で実施 した。さ ま ざまな生産要 素 を合理化 す る一連 の組織 づ

くりが,生 産 技術 形成 の重要 な準備 段 階 とな った。

第2章 で は,深 尾 の 名古屋 への 転任 か ら,名 発 発足 までの時期 が検 討 されて い る。 深尾 は,当 時

国産 設計 におい て成果 をあ げ るこ とが で きなか った三 菱航 空機 名古屋 製作所 の エ ンジ ン部 門へ 転任

した。 同所 の発動機 部長 とな った深 尾 は,三 菱の状 況 を打 開すべ く水冷 式 で知 られ てい た同社 にお

い て,エ ンジ ン性 能の 向上 と量産 の しや す さか ら,空 冷式A8「 金 星」エ ンジ シの開発 を企 画 した
。

中堅技 術者 を中心 と した設計 プ ロ ジェク トチーム を組織 し,エ ン ジンの各機構 は当時 の世 界水準 の

メ カニズ ム を模 倣 す るこ とに した。深 尾 は機構 設計 にお いて も直接 指示 をだ し,現 場 にお いて も工

員 の部 品 の削 り方 に まで 自ら指 示 を した。

少 な くとも1年 半 を要 す る とされ た航 空エ ンジ ンの開 発 であ るが,金 星 は設計着 手 か ら4ヶ 月 と

い う異例 の ス ピー ドで完成 した。 このエ ンジ ンは国 内で 高 く評 価 され るだ けでな く,三 菱が 空冷 式

へ と転 換す るきっか け と もな った。 部門横 断的 なプ ロジ ェク トチ ーム,工 程 間の連携,深 尾 の 「超

重 量級 プ ロダ ク ト・マ ネ ジ ャー」 と して の活躍 は,1980年 代以 降の 日本製 造業 にみ られ た開 発の ス

ピー ド化 にお ける様 々な仕組 み と共通 性 を持 つ もの で もあ った。

第3章 で は,名 古屋 製作所 時代 か ら名発 の発足 初期 におけ る,同 社 の生 産技術 形成 の具 体像 が提

示 され てい る。昭和 初期 の航 空機工 業 の生産 現場 で は,部 品加工 法や 作業標 準 が確立 してお らず,

実際 の工作 法 につ いて は現場 の 「工 師」 と呼 ば れ る優秀 な技能 者が統 括 して いるの が現状 で あ った。

1932年,第 一 次拡張 計画 が実施 され るこ ろか ら,深 尾 は工場 にお ける作 業 方法の 改革 に取 り組 ん で

い く。 深尾 はヤス リ,キ サゲ処 理 を徹底 して排除 す るこ と,ま た,バ イ トの集 中研磨 を指 示 した。

さらに,互 換性 生産 方式 を導 入 して図面 に公差 を記 入 し,現 場 ではゲ ー ジが用 い られ るよ うにな っ

た。科 学 的管理法 の 導入 が試 み られ,管 理者 に は時 間意 識 の改革 が おこな われ た。 この よ うな転 換

は 「技 能 か ら技術 へ の移転 」 ない し,仕 上 工場 中心 主義 か ら機 械工 場 中心主 義,さ らには素 材 中心

主 義へ の移行 として理 解 す るこ とが で き る。以上 の 組織 変容 は,深 尾 の リー ダー シ ップ の もとに実

現 して い ったが,こ れは量産 が 要請 され た当時 の状 況の 中 で 「工作技 術」 とい う言 葉の も とに彼 自

身 が経験 的 に構 築 してい った生産 技術概 念 の具体 化 で あっ た。

1938年 に名 古屋 市大 幸町 に大規模 な新 設 工場 と して名発 が発足 し,量 産 に見合 うい っそ うの対策

が求 め られ,外 部講 習会 や原 価計 算の工 場 診断 な どに よ る合理 化が 試み られ た。 しか し,国 産 工作

機 械 の製 品水準 が低 いため,エ ン ジン部 品 の製造 用 に社 内 リソース を投入 して工 作機械 の内 製が 必

要 で あ った こ と,国 内工 業 にお け る鍛造 ・加工 技術 の 未熟 さ とい った個 別企 業が コ ン トロール しえ

ない後 発工 業 国の限 界が 存在 してお り,ア メ リカ との生 産 力格差 は 明 らか であ った。 この よ うな 中

で,社 内 にお ける生産 技術 形成 は,独 立 部門 設立 とい うシステ ム化の段 階 に入 って いた。生 産技 術

研 究会議 や工 務 課が創 設 され る と ともに,設 計 と現 場 の連携 をね らった生産 技術 の専 門部署 と して,
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工作機械課,工 具工場や機械 ・管理系の係を統合した 「工作技術部」が新設された。工作技術部は,

現場作業に関する合理化 も担い,図 面への作業内容の指示と時間研究を統合した詳細な作業票が作

られ,作 業管理のシステムづ くりが集中的におこなわれるようになった。

第4章 では,太 平洋戦争末期における名発の量産システムの到達点と限界が検討されている。太

平洋戦争に入ると国内の航空機生産が拡張し,名発ではピークの1944年後半には月産約1,500台 の生

産量を実現 した。43年に一部で稼働開始 したコンベヤ ・システムは,徐 々に社内各工場広がり,各

生産要素の合理化,効 率化がシステム的に進むとともに,戦 時統制による航空機生産の優遇策,労

働時間の延長,部 品製造の独立や事業所の専門分化などによって航空機製造全体の生産性は向上し,

太平洋戦争の開始によって拡充を図った組織整備は1944年中にほぼ完成した。 しかし,工 作機械の

不足や鍛造品の低品質などは,敗 戦時まで生産のボトルネックでありつづけた。量産達成には 「検

査法の戦時化」も貢献 した。材傷品の再利用や検査自体の時間短縮や検査サンプル数を減らす措置

が取られた。また,海 外 との輸送路を断たれると,合 金用特殊鋼が入手困難になり,材 料品質のみ

ならず工具材料の品質も低下させ,生 産高の低下をまねくだけではなく,多 数の部品から構成され

るハイテク機械としてのエンジン性能自体を低下させた。アメリカとの生産高の格差は歴然として

おり,こ れが後発工業国日本の戦時経済の限界であった。

終章では,後 発工業国におけるエンパワーメントの観点から,日 本において 「後発効果」を発揮

するために実に多大な努力が払われていたこと,ま た,そ れが単なる機械要素の改善や工程管理を

超えて,そ れらを統合する組織の制度化において生産技術形成として展開していたことが再確認さ

れる。それらの特徴である技術部の独立性 と機動性,工 作技術部の独立による生産技術者の内部化

や,分 業化によって効率化された各部門を再度統合する仕組みは,戦 後,技 術立国となった日本の

システムの構成要素の原始的形態の試みとみなすことができる。もちろん,こ れらの試みは敗戦や

産業自体の断絶を経ており,そ のまま戦後に継承されたものではない。しかし,戦 時という特殊な

中での経験でありながらも,一 国のなかで生産技術が 「内発的な試行錯誤」の上に形成されたこと

は,ま さに工業化の社会的能力こそがこのような活動によって構成されていることを明らかにする

ものである。

以上,本 書の内容を検討してきたが,以 下において本書の意義についてふれたい。航空機工業に

おいて 「生産技術」という概念のもとで広範な合理化施策が技術者主導ですすめられたという指摘

は,日 本の組織合理化および近代化の歴史にとって貴重な事実発見であろう。分析対象は異なるが,

評者が考察した戦前 ・戦時の工作機械メーカーにおいても,設 計と現場の乖離,優 れた技能者に依

存する生産体制とその合理化を企図する技術者の広範な試行錯誤がみられ,工 業分野を越えた時代

の共通性を強く感 じた。さらに,戦 前から戦時にかけての生産現場の細部を明らかにしただけでな

く,ま さに生産技術が形成される経緯を個人史料の発掘と聞き取 り調査にもとついて見事に跡づけ

ている点が本書の大きな魅力である。

また,設 計 ・生産部門における上司や部下や生産現場の技能者,さ らに取引先である軍部などの

多様な利害の中で深尾の卓抜したリーダーシップが展開し,こ れが組織化に結びつくプロセスがリ

アルに描かれており,こ こにおいて,生 産技術という組織内の技術体系の発展を企業内外における
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複雑 な社 会関係 の 中で とらえ,こ れ を通 して後 発工 業 国の エ ンパ ワー メ ン トの実相 と して 明 らか に

す る とい う本書 の研 究意 図が達 成 され てい る といえ るだろ う。 このた め,本 書 は歴 史研 究 であ りな

が ら今 日の後発工 業 国へ の示唆 に富 む業績 ともな って い る。

最後 に,評 者 の印象 と しては,こ れ らの事実 発見 の分析 と歴 史 的位 置づ けが,も っぱ ら 「超 重量

級 プ ロダ ク ト ・マ ネ ジャー」 「ジャス ト ・イ ン ・タイム」 「TQC」 とい った高 度成長 以降 の 日本型生

産 システ ムの概 念 を中心 にな されて い る点 につ い て,い ま少 しの議 論の 展開 があ って も良 い ように

思 われ た。著 者 自身 が記 されて い る ように,戦 前 ・戦 時 の合理 化努 力 は しば しば技 能者 の抵抗 をは

じめ とした組織 内部 の要 因 によって,一 方 で本 書が 明 らか に した よ うなめ ざ ま しい展開 がみ られ な

が ら も,全 体 と して その発 展は遅 々 とした もの で あった。 分析概 念 は この よ うな対象 時期 の複 雑 で

両義 的 な特徴 を十分 に捉 え る必要 が あろ う。 日本 型生 産 シス テムの分析 概 念 の多 くは,80年 代 か ら

90年 代初 頭 の 日本企 業 の先進性 を説明 す る概 念 として構 成 され てお り,本 書の分析 対 象 の特 徴 的 な

複雑性 が 必用以 上 に そ ぎ落 とされて い るよ うに思 われ た。 さきに触れ た とお り,本 論 の記 述が その

よ うな複雑 さを十二分 に と らえ てい るだ けに,こ の知 見 に即 した内在 的 な概 念構 成 に よる評 価 と位

置づ けが な されれ ば,い っそ う後 発工業 国 にお け るエ ンパ ワー メ ン トの道 筋が 明 らかに なっ たので

は ないか との 印象 を持 った。 しか し,こ の ような見方 は,評 者 と著 者 の時代 評価 の違 い に よる もの

で,本 書 の本論 の記 述 は この ような解釈 を可 能 にす る実証 的発見 が盛 り込 まれ てい る こ とは確 認 し

てお きた い。本 書 に よって,こ の 時期 にお け る生産 技術 の 実態解 明が進 ん だ こ とは,広 く日本 の生

産 組織 の解 明 に とって大 きな貢献 であ る といえ よ う。

(山下 充)


